
  
 

官民研究開発投資拡大プログラム（ＰＲＩＳＭ） 

「AI技術」令和元年度第２回運営委員会（１２月１７、１９日） 

 

１． 日 時 ：①令和元年１２月１７日（火）１１：００－１４：００ 

     ②令和元年１２月１９日（木）１３：３０－１６：３０ 

２． 場 所 ：①中央合同庁舎８号館 ４階 ４１６会議室 

     ②中央合同庁舎８号館 ５階 共用会議室 D 

３． 出席者 ：（敬称略） 

（議長） 

安西 祐一郎 領域統括 

（運営委員） 

安宅 和人 慶應義塾大学環境情報学部教授 

／ヤフー株式会社 CSO（チーフストラテジーオフィサー） 

金出 武雄  カーネギーメロン大学ワイタカー冠全学教授 

齊藤   裕 ファナック株式会社 副社長執行役員 兼 IoT担当 

／Intelligent Edge System合同会社 社長 

村井 純  慶應義塾大学環境情報学部教授 

／大学院政策・メディア研究科委員長 

（事務局） 

村上 聡  内閣府科学技術・イノベーション担当 参事官 

筋野 晃司 内閣府科学技術・イノベーション担当 企画官 

 

４． 議事 

【配布資料に非公表の情報を含むため非公開】 

 （１）各施策のヒアリング・進捗確認 

 （２）対象候補施策の審議 

 

５．配布資料（全て委員限り） 

【１２月１７日】 

資料１ 進行等について 

資料２－１ 厚生労働省・文部科学省提出資料 

資料２－２ 農林水産省・文部科学省提出資料 

資料２－３ 総務省・警察庁提出資料 

参考資料   官民研究開発投資拡大プログラム（PRISM）運用指針 

 

【１２月１９日】 

資料２－４－１，２－４－２ 介護等分野向けプラットフォームの構築 

資料２－５－１．２－５－２ 物流データプラットフォーム展開を踏まえた生産性革命 



資料２－６－１．２－６－２ サイバーセキュリティ対策の高度化 

資料２－７－１．２－７－２ 多言語音声翻訳技術の利用拡大 

 

６．議事要旨 

（１）各施策のヒアリング・進捗確認 

資料１に基づき事務局より進行についての説明の後、それぞれの資料に基づいて各省庁等より

説明がなされた。 

（２）対象候補施策の審議 

各省等退室の後、対象候補施策についての審議がなされた。 

 

以上 


